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■ 基本的な考え方
当社͸、ʮ環境基本ํ਑」の΋ͱ、1993年にୈ1次

環境取り૊ΈプランΛࡦ定͠、環境課୊のղܾに޲

͚取り૊ΜͰ͖·ͨ͠ɻ2016年2月に͸、長期໨ඪ

ʮT(2050環境チャレンジ」Λ発表͢Δͱͱ΋に、マイ

ルストーンͱͯ͠2030年·Ͱの໨ඪΛ設定、͞ Βに5

年ؒの活動߲໨ͱ໨ඪΛ設定ͨ͠取り૊ΈプランΛࡦ

定͠、環境อ全活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻグローバルͰ

͸、日本Λ͸͡Ί、ถभ、த国、東ೆアジア、インド஍۠

に環境統括機能Λஔ͖、Ԥभ・ೆ アフリカΛؚΊੈք5

Ͱエリア管理͠な͕ΒグループҰؙͱなͬͯ取り૊ۃ

ΈΛਪ進͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ、行政・顧客・サプライϠーͱ

΋連携ͯ͠取り૊ΈΛ進Ί͍ͯ·͢ɻ

■ TG2050環境チャレンジ
ΰϜ・थࢷの高෼ࢠ෼野の専門ϝーカーͰ͋Δ当社͕

৅௃ͱ͍ͯ͠Δ࿡֯ܗのʮϕンゼン環」（高෼ࢠのݪ఺ͱ

なΔ構଄ମ）にͪなΜ ʮͩ6ͭのチャレンジ」Λ2050、͛ܝ

年Λ見ਾ͑ͨ長期తࢹ఺Ͱ環境อ全活動Λਪ進͍ͯ͠·

͢ɻͦ の࣮現に͚ͨ޲ロードマップͱͯ͠、5カ年ܭ画Ͱ͋

Δ環境取り૊ΈプランΛࡦ定ͯ͠活動͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ、

2023年8月に、気ީ変動問୊΁の対ԠΛڧ化͢ΔͨΊ

カーϘンニュートラル（SDoQe	1
	2）の࣮現࣌期Λ2050

年͔Β2030年にલ౗͢͠Δ͜ͱΛએ͍ͯ͠ݴ·͢ɻ

1993

環境取り組みプラン（5年単位）

ಈ׆ڥ؀
ຊ֨εターτ
・管理体制整備
・順法管理
・廃棄物低減
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・グローバル連結目標管理
・水使用量低減

ࣗવڞੜ׆ಈॆ࣮・工場の森づくりスタート

୤୸ૉࣾձʹ׆͚ͨ޲ಈ
・再エネ導入
・照明LED化完了
・生産技術改善の強化
・省エネ改善専門チーム発足

・CO2低減目標
・主要工場
  ISO取得

2015 2020 2025 2030 2050 （年度）

取り組みプラン
ୈ�࣍

取り組みプラン
ୈ�࣍ 取り組みプラン

ୈ�࣍ 取り組みプラン
ୈ�࣍

2023年8月公表
（新目標の設定）
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2021年4月公表
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TG2050環境チャレンジ達成に向けた
中長期シナリオ

TG2050環境チャレンジ
（6つのチャレンジ）

ಈͷਪਐ׆ۀࣄ഑ྀͨ͠ʹڥ���؀
開発・生産・ൢ ചの事業活動͔Βഇغ·Ͱの全ͯのஈ
֊Ͱ、環境ͱਂ͘関連͍ͯ͠Δ͜ͱΛೝࣝ͠、社಺全
部門͸΋ͱより、国಺外関܎会社、࢓入先ΛؚΊͨ豊
田合成グループͱͯ͠、顧客・行政なͲͱ΋協力・連携
͠、環境に഑ྀͨ͠事業活動Λ行͏ɻ

ຽͱͯ͠ࢢۀا��� ͷऔΓ૊Έ
ྑ͖企業市民ͱͯ͠ 、஍域・社会の環境活動に取り૊
Ήͱͱ΋に、֤ ஂମの環境活動΁の参Ճ、支援・協力
Λ行͏ɻ·ͨ、社員Ұ人ͻͱり͕஍域・社会のҰ員ͱ
ͯ͠ 環境活動に取り૊ΉͨΊのܒ発Λ行͏ͱͱ΋に、
社会ݙߩ・ϘランテΟア活動Λ支援͢Δɻ

���͜ ಈͷ৘ใΛ׆ͨ͠͏
৴͢Δͱͱ΋ʹɺൃ͘޿
֤૚͔ΒͷҙݟΛௌऔ
͠ɺ͞ ΒͳΔվળ׆ಈʹ
౒ΊΔɻ

શͯͷ׆ۀࣄಈΛ௨ͯ͡ڥ؀อશʹݙߩ

ຊํ਑جڥ؀

■ 推進組織
環境に関͢Δத長期ํ਑΍重要な取り૊Έ事߲͸、

社長Λ委員長ͱ͢ΔʮカーϘンニュートラル・環境委員

会」Ͱ৹議・ܾ定͍ͯ͠·͢ɻ委員会のԼ部૊৫͸、੡

඼・生産・඼࣭の෼野Ͱ構成͞ΕΔ3ͭの෼科会͕͋り

·͢ɻ͞ Βに、生産෼野Ͱ͸、Ϟϊͮ͘り全ମ͔Βの環境

活動のڧ化ΛਤΔͨΊに生産環境部会Λ設ஔ͍ͯ͠·

͢ɻ෼科会のԼ部૊৫ͱͯ͠ϫーキンググループΛ設ஔ

͠、エネルギー使༻ྔの௿ݮ΍エネルギーޮ཰のվળ、

ഇغ෺ྔ΍取ਫྔの௿ݮにより、環境΁のӨڹΛܰݮ、

๷͢ࢭΔ活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

■ カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略
੡඼のライフサイクル全ମͰカーϘンニュートラル・

サーキュラーエコϊミーのઓུΛ立ͯ取り૊ΈΛ進Ίͯ

͍·͢ɻSustainaCle	Materials̡ 材料 、rSustainaCle	

%esiHn̡ 設ܭ 、rZero	ENission	CIallenHe̡ Ϟϊͮ͘

り 、rResourDe	CirDulation̡ ճऩ・再生 Λr໨࢟͢ࢦͱ

͠、4ͭの੾りޱͰ۩ମతな಺༰にམͱ͠ࠐΈ、カーϘン

ニュートラル・サーキュラーエコϊミーの࣮現Λ໨͠ࢦ

な͕Β、ビジネスにͭな͍͖͛ͯ·͢ɻ

ྉࡐ ҆ఆڅڙ΋࠶ͨ͑ߟੜࡐௐୡ΍όΠΦࡐͷར༻֦େͳͲΛ
ਤͬͯ ͍͖·͢ɻ

ઃܭ ܰྔԽઃܭΛ͸͡Ίͱͯ͠ɺқղମઃܭɺίϯύΫτઃܭ
ͳͲΛਤͬͯ ͍͖·͢ɻ

Ϟϊͮ Γ͘ 日ৗվળ͸΋ͱΑΓɺ޻ఔͷίϯύΫτԽɾ೤ΤωϧΪʔ
௿ݮͳͲֵ৽޻ఔͷಋೖ΍ਫૉར׆༻ͷݕ౼΋ਐΊ͍͖ͯ
·͢ɻ

ճऩɾ࠶ੜ ৔ࢢըతʹਐΊΔͱͱ΋ʹɺܭখԽΛۃ෺ͷغ৔಺ͷഇ޻
͔Βͷ෦඼ճऩͷγεςϜߏஙͳͲ΋ਐΊ͍͖ͯ·͢ɻ

環境組織体制図

中長期の
経営判断を
必要とする
テーマを議論
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中長期目標の
策定と実現に
向けた施策や
課題の議論 短・中期目標達成に

向けた具体策や
課題を議論

環境配慮の製品・技術開発の推進管理

生産工程から排出物を出さない施策や
技術開発と推進管理

SOC規制対応などと品質管理システム整備

海外グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

国内グループ会社
の環境連結管理と
指導・支援

品質分野

生産分野

製品分野
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カーボンニュートラル・サーキュラーエコノミー戦略
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■ カーボンニュートラル促進プロジェクト
社長Λトップに、社外取締役Λアドバイザー、関܎部

門長͕コアϝンバーͱͯ͠、部門横அのカーϘンニュー

トラル促進プロジェクトΛ立্ͪ͛、੡඼ライフサイクル

全ମͰଈஅଈܾ͠、活動Ͱ͖Δମ制Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

ମ੍
ࣾ௕ΛτοϓʹɺϓϩδΣΫτϦʔμʔΛ෭ࣾ௕͕຿Ίɺ
ίΞϝϯόʔΛ෦໳௕Ҏ্Ͱߏ੒͠ɺεϐʔυײΛ΋ͬ
Ӧతͳ൑அΛଈஅଈܾͰਪਐͰ͖Δମ੍ܦͯ

ಈ׆ ֤λεΫ͸ؔ܎෦໳௕͕ϦʔμʔͱͳΓ׆ಈΛਪਐ

タスクC
$/ؔ࿈৘ใͷ

༗ڞ

● IRの情報収集と展開
● 政府・顧客・部工会などの
　情報収集と展開

タスクA
ঢ়೺Ѳͱݱ

௿ݮ໨ඪઃఆ

● CO2排出量と低減量の視える化
● 目標設定の項目
　  ①中長期目標の設定
　　（2050年、2030年、2025年）
　  ②カテゴリー（Scope３）単位の
　　目標細目化
　  ③テーマごとの目標設定

タスクB
௿ݮγφϦΦ

ఆɾ࣮ࡦ ߦ

● 戦略的な低減の切り口、着眼点抽出
● シナリオ（大きな活動の柱）の策定
● シナリオを成立させる実行テーマの抽出
● 環境投資の定義、財務影響の明確化と予算化

カーボン
ニュートラルの実現


UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ	�औΓ૊Έϓϥϯʛ๛ా߹੒ڥ؀

஍ٿԹஆԽ΍ɺେྔੜ ௨ͷ՝୊ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ๛ా߹੒Ͱ͸lΈͲΓ͋;ΕΔɺ๛͔ͳڞ෺໰୊͸ੈքغɺഇׇރݯࢿΑΔʹغɾഇ࢈
஍ٿΛະདྷͱࢠͲ΋ͨͪʹzΛεϩーΨϯʹɺڧΈͰ͋ΔΰϜɾथࢷͷߴ෼ٕࢠज़Λੜ࢈ͱ੡඼ͷ྆໘Ͱɺ࠷େ׆ʹݶ༻ͯ͠ ɺΧーϘϯ
χϡーτϥϧɾαーΩϡϥーΤίϊϛーͷૣ͚޲ʹݱ࣮ظɺάϧーϓーؙͱͳͬͯ औΓ૊ΈΛՃ଎ͯ͠ ͍·͢ɻ

グループ૯ྗを͛ڍΧーϘンχϡートラル・
αーΩϡラーΤコϊミーに挑戦

ΧʔϘϯχϡʔτϥϧɾڥ؀ਪਐ部 ୲౰本部長 ҆ాɹ༸

ڥ؀

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report2/
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■ 温室効果ガス（6ガス）※4 排出量の低減
6छྨのԹ室ޮՌガスの͏ͪ、当社Ͱ使༻͍ͯ͠Δ3ͭ

のガス（)'C、1'C、S'6）に͍ͭͯ௿ݮ活動Λ行͍ͬͯ

·͢ɻϋンドルのਊ金生産に使͏シールドガスなͲ͸、͍

ͣΕ΋環境ෛՙの௿͍代ସガス΁の੾りସ͑Λ2015年

度·Ͱに׬了͠·ͨ͠ɻҾ͖ଓ͖௿ݮ活動に取り૊ΜͰ

͍͖·͢ɻ
˞4	ϋイドロフルΦロカーϘン（)'C）、パーフルΦロカーϘン（1'C）、
࿡フッ化ེԫ（S'6）、ϝタン（C)4）、ѥࢎ化஠ૉ（/2O）、三フッ化஠
ૉ（/'3）

■ CO2排出量の低減
当社͸、2030年の໨ඪୡ成に͚޲、⾞྆の೩අੑ能

෺、্޲にͭな͕Δ੡඼のܰྔ化にՃ͑、生産ੑの্޲

ྲྀのޮ཰化なͲにより、ライフサイクル全ମ（SDoQe1
	

2
	3）に͓͚ΔCO2ഉ出ྔの௿ݮΛਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

઀తʹഉग़͢ΔαϓϥΠνΣʔϯͰͷԹࣨޮՌΨεഉग़͕ؒۀا�1˞ ਎͕௚઀ഉग़ͨ͠ԹࣨޮՌΨεഉग़ࣗۀا�2˞��（ͳͲۈྉ੡଄ɺ༌ૹɺग़ுɺ௨ࡐݪྔ） （ྔԽੴ೩ྉɾఱવΨεͳͲ）
˞3�ؒ઀తʹഉग़ͨ͠ԹࣨޮՌΨεഉग़ （ೖిྗͳͲߪྔ）

工場CO2ゼロの実現
■日常改善：徹底した省エネ活動

■ユーティリティー更新：設備効率化
■生技革新：革新工法の開発

■再エネ導入：太陽光パネル設置、
  グリーン電力購入

使用段階CO2極小化
■製品の軽量化
■BEV、FCEVの製品開発
■パワーデバイスなどの技術開発

廃棄の極小化
■易解体設計
■廃材回収とリサイクル推進

੡඼ϥΠϑαΠΫϧ

ྉɾ෦඼ͷௐୡࡐ ࣗ ʢࣾ੡଄ʣ ʢϦαΠΫϧʣغɾഇ༺࢖

材料・部品CO2

極小化

■リサイクル材、バイオ材の
  開発・活用

材料メーカーと協業で

෦඼ϝʔΧʔͱۀڠͰ

ྉɾ෦඼ͷௐୡࡐ

物流CO2削減
物流会社と協業で

༌ૹ

Scope3 ˞ 1 Scope3

通勤・出張CO2

極小化
■BEV、FCEVの利用促進
■Web会議や在宅勤務の推奨

௨ۈɾग़ு ༌ૹ ༺࢖ ഇغ

バリューチェーンでのCO2排出量低減活動 ����೥όϦϡʔνΣʔϯͰͷΧʔϘϯχϡʔτϥϧΛ໨ͯ͠ࢦ

औΓ૊Έ಺༰

Scope1 ˞2 ,2 ˞3

෦඼ͷ੡଄

■CO2排出量の削減

■積載効率、運行ルートの効率化
■電動トラックの導入

製品開発段階：環境に配慮した製品開発 ࡐྉ ઃܭ

੡඼開発ஈ֊Ͱ͸、環境に഑ྀͨ͠次ੈ代自動⾞΁

の੡඼ఏڙ、೩අ্޲にྔ͚ܰͨ޲化、エネルギー΍

CO2ഉ出ྔ͕গな͍੡඼の開発Λ材料技術・੡඼設ܭ・

生産技術の֤技術領域͕連携ͯ͠進Ί͍ͯ·͢ɻྫ ͑

͹'CE7͚޲高ѹਫૉタンクの੡඼開発、インストルϝ

ントパネルपล部඼なͲの಺外૷部඼、ホースなͲの機

能部඼Ͱ͸、ڧ度なͲの඼࣭Λ֬อͨ͠͏͑Ͱ、材料ஔ׵

（金属ˠथࢷ、ΰϜˠथࢷなͲ）、部඼఺਺のݮ࡟、機能

統合Λ࣮施͠、ܰ ྔ化Λ進Ί͍ͯ·͢ɻ·ͨ、࢓入先༷な

Ͳͱ連携ͯ͠バイΦ材΍リサイクル材なͲのCO2ഉ出ྔ

のগな͍材料の開発΋ੵۃతに進Ί͍ͯ·͢ɻ

生産段階：新工法開発、日常改善などによる低減 Ϟϊͮ Γ͘

工場CO2ഉ出ྔゼロの࣮現に2030、͚ͯ޲年マイル

ストーンΛ設定͠、工場Ͱの日常վળ、生産技術ֵ新、

ϢーテΟリテΟーの高ޮ཰化なͲపఈతにエネルギー

使༻ྔΛͨͬ࢒、͠ݮ࡟エネルギー͸、ଠཅޫ発電設උ

の設ஔ΍グリーン電力のߪ入なͲ、再生可能エネルギー

の֦大Ͱ࣮現Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ特に、再生可能エネル

ギー͸2030年度·Ͱに、全電力の再生可能エネルギー

化Λ໨ͯ͠ࢦ活動Λ進Ί͍ͯ·͢ɻ

物流段階：積載効率の向上 ઃܭ Ϟϊͮ Γ͘ ྉࡐ

෺ྲྀ会社ͱ協業Ͱ、"IなͲ΋活༻ͯ͠トラックのੵྔࡌ

Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻݮ΍෺ྲྀのޮ཰化なͲͰCO2௿্޲

·ͨ、ܰ ༉代ସ೩料ͱ͠ ʮͯリニューアブルデΟーゼル೩

料˞3」の࣮ূ࣮ݧΛ行͍本֨తなಋ入Λݕ౼͍ͯ͠·͢ɻ
˞3	リニューアブルデΟーゼル೩料ɿഇ৯༻༉なͲ͔Β੡଄͞Ε、ੴ༉༝
དྷの೩料ͱൺ΂ͯCO2ഉ出Λ9ׂ͢ݮ࡟Δ

材料・部品調達段階：仕入先様との協働による低減 ྉࡐ Ϟϊͮ Γ͘

Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻݮ事ྫの共༗΍データの࣮ଌ支援なͲͰCO2௿޷のݮ࡟入先༷ͱのʮলエネಓ場」Λ௨ͨ͡CO2࢓

■ 基本的な考え方
ʮパリ協定」Ͱ締݁͞Εͨ、ੈ քのฏۉ気Թ্ঢΛ産

業ֵ命લൺ1�5ˆに཈͑Δ໨ඪΛ࣮現͢ΔͨΊに͸、

2050年·ͰにԹ室ޮՌガスのഉ出ྔΛ࣮࣭ゼロに͠

な͚Ε͹なΒな͍ͱ͞Ε͍ͯ·͢ɻ当社͸、͜ の୤୸ૉ

社会΁のҠ行に関͢Δ社会͔Βの要੥Λೝࣝ͠、ʮパリ

協定」Ͱ締݁͞Εͨ஍ٿԹஆ化対ࡦに関͢Δ合ҙ಺༰

にࢍ同͍ͯ͠·͢ɻ2023年8月に͸、自社の生産活動な

Ͳに൐ͬͯ発生͢ΔCO2ഉ出 （ྔSDoQe1
	 2）に͍ͭͯ、

カーϘンニュートラル࣮現࣌期Λ2050年͔Β2030年

΁ͱ20年ૣ期化͢Δ新ͨな໨ඪΛࡦ定͠、材料・部඼・

੡඼のௐୡなͲに൐͏CO2ഉ出 （ྔSDoQe３）໨ඪΛ設

定͠·ͨ͠ɻ͞ Βに、୤୸ૉの国際ೝ定ʮS#Tೝ定」Λ取

ಘ͠、バリューチェーン全ମͰ活動͍ͯ͠·͢ɻ

■ 2030年へカーボンニュートラルの実現時期を前倒し
当社͸、自社の生産活動なͲに൐ͬͯ発生͢ΔCO2ഉ

出 （ྔSDoQe1
	 2）に͍ͭͯ、カーϘンニュートラル࣮現

࣌期Λ2050年͔Β2030年΁ͱ20年ૣ期化͢Δ新ͨな

໨ඪΛࡦ定͠·ͨ͠ɻ͜ Ε·ͰҎ্に、日常վળ΍生産

技術ֵ新ΛՃ଎ͤ͞、エネルギー使༻ྔΛۃখ化͠、設

උ更新に͋ͨͬͯ͸、୤୸ૉ社会΁の促進ͱなΔよ͏に

インターナルカーϘンプライシング（IC1）Λಋ入͠、環

境投資Λੵۃతに࣮施͍͖ͯ͠·͢ɻ·ͨ、ඞ要なエネ

ルギーに͍ͭͯ͸グリーン電力なͲの再生可能エネル

ギーΛ活༻͍͖ͯ͠·͢ɻ

■ 脱炭素の国際認定「SBT認定」を取得
2023年11月に͸、2030年໨ඪ͕パリ協定に४͠ڌ

ͨ໨ඪSDienDe	#aseE	TarHetsͰ͋Δͱͯ͠国際イニ

シアテΟブͰ͋ΔS#Ti͔Βೝ定Λ取ಘ͠·ͨ͠ɻ

୹期໨ඪに͍ͭͯ͸)1Λご参র͍ͩ͘͞ɻ

その他

CO2排出量

塗装・めっき

ゴム押出成形

樹脂射出成形

日常改善

生産技術革新

再生可能エネルギー活用

ృ૷ɾΊ͖ͬ޻ఔͰ
ෛՙͷ௿͍Ճ০Λ։ൃڥ؀

ΰϜ੒޻ܗఔͷ
Ճེ৚݅ͷ࠷దԽ

थࢷ੒޻ܗఔͷ
ిಈԽɾ௿ѹԽ

೔ৗվળ͚ͩͰͳ͘
ੜٕ࢈ज़ֵ৽Λਪ͠ਐΊɺ
লΤωΛՃ଎

Scope1, 2
カーボンニュートラル達成

2030 2050 ʢ೥౓ʣ

カーボンニュートラルの実現に向けた活動

4#5ೝఆ໨ඪɹ౰ࣾͷ2030年౓$02ݮ࡟໨ඪ
（͍ͣΕ΋201�年౓ൺ） ४ج4#5

Scope1＋2 ˛������˞1 ˛���2�Ҏ （্1��ˆਫ४）�˞2

Scope3（カテゴリ1） ˛2���� ˛2����Ҏ （্8#2ˆਫ४）�˞2

˞1	2030年໨ඪ	再生可能エネルギーなͲΛ૊Έ合Θͤ、カーϘンニュートラルΛ࣮現
˞2	CO2ഉ出ྔのݮ࡟レϕルΛ͠ࢦ、஍ٿԹஆ化によΔ気Թ্ঢ͕ͦΕͧΕʮ1�5ˆະຬに཈͑ΒΕΔレϕル」、ʮ2ˆΛे෼にԼճΔレϕル」Λҙຯ͢Δ

୤୸ૉࣾձͷߏங

■ TCFDの提言に賛同
当社͸、2019年5月、気ީ関連ࡒ務৘ใ開ࣔタスク

フΥース（TC'%）にࢍ同Λ表໌͠、ガイドに基͍ͮͨリ

スク・機会ͱ対ԠのシナリΦ෼ੳΛ行͍·ͨ͠ɻͦ ͯ͠、

2030事業ܭ画΁の൓ө΍T(2050環境チャレンジ、

2030年のマイルストーンの見௚͠Λ行͏なͲ、事業活動

全ମͰ取り૊ΈΛՃ଎͢Δͱͱ΋に、関連৘ใの開ࣔΛ

తに進Ί͍ͯ·͢ɻۃੵ
　　　　　　　　　シナリΦ෼ੳ݁Ռ͸)1Λご参র͍ͩ͘͞ɻ

5$'%ʛ๛ా߹੒�	UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ



UPZPEB�HPTFJ�DP�KQ	�औΓ૊Έϓϥϯʛ๛ా߹੒ڥ؀

https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report2/
https://www.toyoda-gosei.co.jp/csr/environmental/report12/
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豊田合成に͍ͭͯ Ձ஋創଄ストーリー Ձ஋創଄のઓུ Ձ஋૑଄Λ͑ࢧΔج൫ データ
࣋ଓత੒௕Λ͑ࢧΔऔΓ૊Έ

■ 産業廃棄物の低減

2030年マイルストーンの設定
ഉ出཈制・発生ݯ対ࡦ、ΰϜ・थ۵ࢷのリサイクル、෼別పఈによΔ資ݯの༗ޮ利༻なͲにより産業ഇغ෺の௿ݮに取

り૊ΜͰ͍·͢

製品のリサイクル技術の開発

ྉࡐ ઃܭ Ϟϊͮ Γ͘ ճऩɾ࠶ੜ

自動⾞のライフサイクル全ମΛ͑ߟ、リサイクル͠΍͢

͍੡඼΍材料の開発・設ܭ、ഇ材のリサイクル技術の開

発Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

■ 基本的な考え方
資ׇރݯ΍ਫリスクΛܰ͢ݮΔͨΊに、੡଄部門த৺

Ͱ͋Δෆ ・ྑาཹ·り対͚ͩࡦͰな͘、ྲྀݯ部門の材料

技術・生産技術Λࠐ͖רΜͰのഉ出཈制・リサイクルに

取り૊Έ、॥環ܕ社会の࣮現に͍ͯ͠ݙߩ·͢ɻ·ͨ、ਫ

に関ͯ͠͸、グローバルͰ事業活動Λల開͢Δ国・஍域

ごͱにリスクΛચ͍出͠、ਫ使༻ྔの௿ݮ΍ਫのリサイ

クル͸΋ͪΖΜ、より͖Ε͍なഉਫͱͯ͠஍域にؐ͢͜

ͱなͲのリスク௿ݮに取り૊ΜͰ͍·͢ɻ

■ 基本的な考え方
ネイチャーポジテΟブの͑ߟに基͖ͮ、生෺多༷ੑの

อ全に͚ͨ޲自વ共生活動Λ、஍域社会ͱの共生Λマテ

リアリテΟ（重要課୊）の1ͭͱͯ͛͠ܝ、ཬࢁ੔උ、ビΦ

トープの設ஔ、ׁׯなͲのอ全活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

物流段階の梱包材の低減 ճऩ ɾ࠶ੜ

௨͍ശ˞1のચড়ճ਺Λ૿΍͠ਗ਼ܿにอͭ͜ͱͰ、ԚΕ

Λ๷͙ͨΊに使༻͢Δࠝแ材Λ௿͍ͯ͠ݮ·͢ɻ͞ Βに、

੡඼の඼࣭ҡ࣋ͱࠝแ材の使༻ྔ௿ݮͱのバランスΛ

な͕Β、௨͍ശ΁の֖෇͚なͲによΔࠝแ材の௿ྀ͠ߟ

΋進Ί͍ͯ·͢ɻݮ
˞1	੡඼運ൖ༻のശ

水リスクの低減 Ϟϊͮ Γ͘

2030年マイルストーンの設定
事業活動にඞ要なਫに͓͍ͯ͸、֤ 国͕定ΊΔ法ྩ

に९क͢Δͱͱ΋に、国಺外のڌ఺Λਫྔ、ਫ࣭の྆໘

ͰリスクධՁͯ͠、高リスクのڌ఺のվળΛ進Ί͍ͯ·

͢ɻ·ͨ、௿リスクのڌ఺に͓͍ͯ΋Ӎਫ利༻なͲ、ਫの

取ਫྔのݮ࡟に取り૊ΜͰ͍·͢ɻ·ͨ、ഉਫॲ理施設

Λܭ画తに更新͠、より͖Ε͍なഉਫに͢Δよ͏に取り

૊ΜͰ͍·͢ɻ

Ө͢ڹΔ߲໨ ϦεΫ ձػ ରԠ

ׇރͷݯࢿ
（ෆ଍）

ɾࡐݪྉͷௐୡ೉΍Ձ֨ߴಅʹΑΔऩӹѱ
Խͱੜࢧ࢈ো

ɾϦαΠΫϧٕज़ɺࡐྉ࢖༻ྔͷݮ࡟ʹΑ
Δऩӹ্޲
ɾ্ٕهज़։ൃʹΑΔۀاՁ஋ͷ্޲

ɾܰྔԽʹ͚ͨ޲੡඼։ൃͷਪਐ
ɾࡐݪྉͷϦαΠΫϧٕज़։ൃ
ɾ২෺༝དྷͷόΠΦࡐ΍ϦαΠΫϧࡐͷ׆༻֦େ

ਫϦεΫ
（ྔɾ࣭）

ɾੜ࢈ʹඞཁͳਫͷ֬อ೉ʹΑΔੜࢧ࢈ো
ɾਫ࣭ѱԽʹΑΔ੡඼඼࣭ͷѱԽ
ɾਫ֐ʹΑΔੜࢧ࢈ো

ɾਫͷ࠶ར༻ɺ࢖༻ྔͷݮ࡟ʹΑΔऩӹ্޲
ɾ্ٕهज़։ൃʹΑΔۀاՁ஋ͷ্޲

ɾਫͷ࠶ར༻ٕज़ͷ։ൃ
ɾӍਫͷར༻ͷ׆༻֦େ
ɾੜ࢈ମ੍ͷݟ௚͠ɺిؾઃඋͷઃஔ৔ॴݟ௚͠

■ 資源循環に関する「リスク」と「機会」
資ݯ॥環に関͢Δʮリスク」ͱʮ機会」Λ重要な経営課୊ͱଊ͑、重఺取り૊Έ事߲の1ͭͱͯ͠全社Ͱ取り૊ΜͰ͍·͢ɻ

産業廃棄物量の極小化に向けたシナリオ（削減イメージ図）［単体］

2012

廃
棄
物
量
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割
合
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日常改善

発生後対策

リサイクル推進
（リサイクル製品開発含む）

工法開発

（年度）

νϟϨϯδڥ����؀)5 極小化

（%）

2025年目標 第7次環境取り組みプラン
40%削減（2012年度比）

����೥໨ඪ

50%削減
（2012年度比）

ELV※部品リサイクルに向けた技術開発

ॏ఺߲໨ औΓ૊Έํࡦ

৽نϦαΠΫϧ
ɾ�ෳ߹ૉࡐͷ෼཭ٕज़
ɾ�৽࠶نੜॲཧٕज़（ߴ඼࣭ϚςϦΞϧϦαΠΫϧ）

ϦαΠΫϧࡐͷ
ं྆౥ࡌ

ɾ�&-7�෦඼ͷ࠶ੜॲཧٕज़
ɾ�ϦαΠΫϧࡐ༻్։ൃ

ϦαΠΫϧ͠΍͍͢
੡඼ઃܭ

ɾ�ղମ͠΍͍͢੡඼ઃܭ
ɾ�ϦαΠΫϧ͠΍͍͢ૉࡐŊ ߋ੒΁ͷมߏ

˞	使༻済⾞ （྆EnE	oG	LiGe	7eIiDle）

廃棄物量の極小化に向けたマイルストーン［グローバル］

߲໨ 202� 2030 20�0（年౓）

๛ా߹੒
2012年౓ൺ
ݮ࡟��0

2012年౓ൺ
ݮ࡟��0 ഇغ෺ྔͷ

খԽۃ
ւ֎ؔ܎ձࣾ

201�年౓ൺ
ݮ࡟ˋ�0

201�年౓ൺ
ݮ࡟���

水リスクの極小化に向けたマイルストーン［グローバル］

߲໨ 202� 2030 20�0（年౓）

ϦεΫߴ
ΤϦΞ

ਫ࣭（ڌ�఺） ྃ׬ࡦ఺Ͱରڌ2 ྃ׬ࡦͰର（఺ڌશ）఺ڌ�

ਫϦεΫͷۃখԽ
औਫྔ（ڌ�఺） ྃ׬ࡦ఺Ͱରڌ3 ྃ׬ࡦͰର（఺ڌશ）఺ڌ�

௿ϦεΫΤϦΞ
201� 年౓ൺ

ച্ߴ౰Γऔਫྔ ݮ࡟��
201� 年౓ൺ

ച্ߴ౰Γऔਫྔ ݮ࡟�11

■ 生物多様性に関する「リスク」と「機会」
生෺多༷ੑに関͢Δʮリスク」ͱʮ機会」Λ特定ͯ͠活

動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ

務৘ใ開ࣔタスクフΥースࡒ͸、自વ関連ޙࠓ

（T/'%˞2）フレーϜϫークΛ基に開ࣔΛ進ΊΔͱͱ΋

に、͞ ΒなΔ஍ٿ環境อ全΁のݙߩΛ໨͠ࢦ·͢ɻ
˞2	TasLGorDe	on	/ature�relateE	'inanDial	%isDlosures

■ 中長期目標の設定
2050年·Ͱに工場໘ੵに相当͢Δ59ϔクタールの

྘Λ෮͢ݩΔͱ͍͏໨ඪʮ྘のϊーネットロス」Λ設定͠

ͯ活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ۩ମతに͸、ʮ஍্ٿの命の

઒、ւ、ࢁ、Ͱ͋ΔਫͰ、活動Λͭな͙」Λスローガンにݯ

のエリアͰ取り૊ΈΛਪ進͍ͯ͠·͢ɻதͰ΋、自社ෑ஍

಺Ͱ੔උ͍ͯ͠ΔビΦトープ˞͕、生෺多༷ੑのอ全۠域

ʮ自વ共生サイト」ͱͯ͠、環境ল͔Βೝ定͞Ε·ͨ͠ɻ

実現に向けたシナリオ
0
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ɾ২थ� ɾཬࢁ੔උ
ɾ༡ٳ೶஍׆༻� ɾଠཅޫൃి
ɾϏΦτʔϓԽ� ɾ֎དྷछۦআ
ɾւ֎อશ׆ಈ�ͳͲ

����໨ඪ
���������࣮੷

�����

20�0

Ө͢ڹΔ߲໨ ϦεΫ ձػ ରԠ

ࣗવࢿຊͷ
গݮ

ɾࡐݪྉͷௐୡ೉΍Ձ֨ߴಅʹΑΔऩӹѱԽ
ͱੜࢧ࢈ো

ɾਫ࣭ѱԽʹΑΔ੡඼඼࣭ͷѱԽ

ɾԚછഉਫͳͲͷྲྀग़ʹΑΔपลΤϦΞ΁ͷ
ඃ֐Ͱۀا৴པͷࣦ௢

ɾࣗવอ׆ޢಈΛ௨ͨ͡ਓࡐ΍ࡐݪྉͷ֬อ
ʹΑΔܧۀࣄଓ

ɾཬࢁ੔උɺՏ઒อશΛ௨ͨ͡ྑ࣭ͷਫݯࢿ
֬อʹΑΔ࣋ଓՄೳͳੜ͓࢈ΑͼۀاՁ஋
ͷ্޲

ɾܰྔԽͷ੡඼։ൃͷਪਐ

ɾࡐݪྉͷϦαΠΫϧٕज़։ൃ

ɾ২෺༝དྷͷόΠΦࡐ΍ϦαΠΫϧࡐͷ׆༻֦େ

ɾഉਫͳͲͷ؅ཧͷڧԽ

ೝఆ͞Εͨฏ࿨ொ޻৔ϏΦτʔϓ

॥ࣾܕ؀ձͷߏங

ࣗવڞੜࣾձͷߏங

生産段階での廃棄物の低減 Ϟϊͮ Γ͘ ճऩ ɾ࠶ੜ

生産技術部΍੡଄部͕連携ͯ͠、ྲྀݯ対ࡦ΍リサイク

ル活動Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ֤ 事業所Ͱ͸、現஍・現෺によ

Δ௿ݮアイテϜΛ発۷͢ΔͨΊのʮ΋͍ͬͨな͍఺ݕ」

Λ࣮施͠、௿ݮ活動Λ͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ国಺外グループ

会社に௿ݮ事ྫΛ共༗͠、グループ全ମͰഇغ෺௿ݮ

Λਪ進͍ͯ͠·͢ɻ
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